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平成 31 年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について

◇調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国や大阪府下の状況との関係に

おいて、児童生徒の学力や学習状況を把握分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改

善を図るとともに、このような取組みを通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを

確立する。また、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

◇分析の方式 

平成 31年度（令和元年度）は、全国学力・学習状況調査（以下、全国調査）が悉皆（全校
対象）調査であったため、全小中学校で本調査を実施した。教科に関しては、27～30 年度の

4 回の結果と本年度の全国調査、合わせて 5 回の本調査結果を経年比較も含めて分析を行っ

た。 

◇調査の概要 

 調 査 日： 平成 31年 4 月 18 日（木）

 調査対象： 小学校 6年生 49 校 ／ 義務教育学校（前期課程）6年生 2 校 

中学校 3年生 23 校 ／ 義務教育学校（後期課程）9年生 2校 

◇調査内容 

 小 学 校： 国語・算数

 中 学 校： 国語・数学・英語（「話すこと」調査を含む）

 小中共通：児童生徒質問紙調査

（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査）

学校質問紙調査

（指導方法に関する取り組みや人的・物的な教育条件の整備の状況等に

関する調査）

◇調査結果について 

本調査で得られる結果は学力の特定の一部分であることや、平均正答率のみでは児童生徒

の学力ならびに児童生徒の学力と関係する要因については測ることができないことを踏まえ、

これまでの全国学力・学習状況調査と同様、本調査から得られたデータを下に学校・家庭・

地域が学力に関する課題を共有し、さらなる連携を深め、スクラムを組み児童生徒の学力向

上に取り組むことを目的として分析を行った。
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◇教科の結果と分析 

 教科と教科の意識調査の結果について

各教科及び教科の意識調査の結果とその分析である。

・小学校国語 ・小学校算数 ・小学校教科の意識調査

・中学校国語 ・中学校数学 ・中学校英語 ・中学校教科の意識調査

◇児童生徒質問紙調査の結果と分析 

 生活習慣や学習意識に対する調査について

児童生徒質問紙調査の回答のうち、特徴的な項目を挙げ、分析した。

 ・規範意識、自己有用感に関すること

 ・家庭学習習慣に関すること

 ・地域や社会に関わる活動に関すること

◇全国学力・学習状況調査 関連ホームページ 

★国立教育政策研究所ホームページ

http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html

★大阪府ホームページ

http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/zennkoku/index.html
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記述式
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問題形式
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○学年別漢字配当表に示されている漢字を文や 

文章の中で正しく使うことに課題 

○話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えを 

まとめることに課題 

学習指導要領の領域別・評価の観点別・問題形式別の平均正答率

正答数分布

10問正答をピークとした、右

よりの山型。11問以上正答の

割合が全国に比べると低い。 

【平均正答率】  55.6 ％        【無 答 率】  8.5 ％ 

教科の結果と分析 

国語

○ 学習指導要領の領域等では「伝統的な言語

文化」の項目において、評価の観点では「言

語について」の項目において、全国の値と

比較して課題が見られる。
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直近５年間の推移（全国平均正答率を 100とした場合の本市平均正答率の割合）     

児童質問紙調査【教科に関する項目】より（肯定的な回答の割合）
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調査問題でみられた特徴的な傾向と対策

≪全国との正答率の開きが大きい問題≫ １ 四（１）

【正答率】  

ア 東大阪市   32.7％ 

全国（公立） 41.9％ 

イ 東大阪市   54.8％ 

  全国（公立） 69.4％ 

ウ 東大阪市   17.5％ 

  全国（公立） 35.6％

【出題の趣旨】  

学年別漢字配当表に示されてい

る漢字を文の中で正しく使うこ

とができるかどうかをみる。

【正答】 

ア 対象 

イ 限（らず） 

ウ 関心 

【学習指導のポイント】  

漢字の学習指導に当たっては、日常的に文や文章の中で適切に使うことができるようにす

ることが大切である。そのためには、新出漢字を読み方や字形に注意して繰り返し練習する

ことにとどまらず、本問のように自分が書いた文章を見直す中で、漢字のもつ意味を考えな

がら、文や文章の中での正しい使い方を習得できるようにすることが大切である。 

特に、同音異義語の学習指導に当たっては、同じ音からいくつかの熟語を思い浮かべ、そ

れぞれの意味を考えて文脈にふさわしい熟語を選んで書くことができるようにすることが

大切である。 
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≪全国との正答率の開きが大きく、無答率が高かった問題≫ ３ 三



平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について

7 

【正答率】 東大阪市 58.5％  全国（公立） 68.2％ 

【無答率】 東大阪市 19.6％  全国（公立） 14.2％ 

【学習指導のポイント】  

自分の考えをまとめるには、相手からどのような情報を聞き出し、その情報をどのように活

用するのかのように、インタビューの目的を明確にもって聞くことが重要である。また、話し

言葉には、発せられた途端に消えていくという特質や、聞き手や場面の状況の影響を強く受け

やすいという特質がある。こうした特質を踏まえた上で、情報を関係付けながら聞くことも重

要である。 

そのための学習指導に当たっては、児童がインタビューに必然性を感じることができる話

題の設定や、インタビューの成果を生かす場の設定をすることが必要である。また、インタビ

ューの前に、自分の考えをもったり、自分がもっている情報と知りたい情報とを整理したりす

る活動も有効である。さらに、インタビューの成果を基に児童自身が身に付いたことを自覚で

きるような振り返りを行うことも大切である。 

【出題の趣旨】 

話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめることができるかどうかをみる。 

【正答例】 

（特に、）五十年も職人を続けていても、自分が一人前になったと思わずにもっとよいものを

作ろうというところがすごいと思いました。（60字） 
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○複数の資料から特徴や傾向を読み取り、判断の理

由を言葉や数を用いて記述することに課題 

○示された計算の仕方を解釈し、式の性質について 

言葉を用いて記述することに課題 

学習指導要領の領域別・評価の観点別・問題形式別の平均正答率

正答数分布

教科の結果と分析 

算数

10～12 問正答をピークとし

た、やや右よりの山型。 

11 問以上正答の割合が全国に

比べて低い。 

【平均正答率】  61.9 ％        【無 答 率】  4.3 ％ 

○ 学習指導要領の領域等では、「量と測定」

の項目において、他の領域と比べ、課題が

見られる。

○ 評価の観点では、「知識・理解」の項目に

おいて全国とほぼ同じ値となっている。
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調査問題でみられた特徴的な傾向と対策

≪全国との正答率の開きが大きかった問題≫ １（２）、２（３） 

１（２） 

【出題の趣旨】 

図形の性質や構成要素に着目

し、図形をずらしたり、回した

り、裏返したりすることで、ほ

かの図形を構成することがで

きるかどうかをみる。 

【正答】 

１・３・４ 

【正答率】  

東大阪市    51.2％ 

全国（公立）  60.3％ 

【学習指導のポイント】 

色板などの具体物を操作しながら図形を構成したり分解したりして、図形についての見方や

感覚を豊かにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて、二つの合同な台形を組み合わせてできる図形

を判断する活動が考えられる。その際、２枚の合同な台形の紙のうち１枚を、示された四つの

図形に当てはめるなどして、図形の中に、二つの合同な台形に分けることができる線を見いだ

すことができるようにすることが大切である。 
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【出題の趣旨】 

二つの棒グラフから資料の特徴や傾向を読

み取り、それらを関連付けて、一人当たりの

水の使用量の増減を判断し、判断の理由を

言葉や数を用いて記述できるかどうかをみ

る。 

【正答例】 

１人あたりの水の使用量は、市全体の水の

使用量÷市の人口で求めることができま

す。市全体の水の使用量は変わっていませ

んが、市の人口は増えています。だから、１

人あたりの水の使用量は、減っています。

【学習指導のポイント】 

目的に応じて、必要な資料を収集し、複数の資料

の特徴や傾向を関連付け、一つの資料からは判断

することができない事柄について、判断すること

ができるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば、本設問を用いて一人

当たりの水の資料量について考察し判断する活動

をさせる際、市全体の水の使用量と市の人口につ

いて、それぞれの資料の特徴や傾向を関連付けて

考察する必要があることに気付くことができるよ

うにすることが大切である。 

【正答率】  

東大阪市    43.9％ 

全国（公立）  52.1％ 
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≪全国との正答率の開きが大きく、無答率が高かった問題≫ ３（２） 

【出題の趣旨】 

示された計算の仕方を解釈し、減法の場合

を基に、除法に関して成り立つ性質を、言

葉を用いて記述できるかどうかをみる。 

【正答例】 

わられる数とわる数に同じ数をかけても、

わられる数とわる数を同じ数でわっても、

商は変わりません。 

【正答率】 東大阪市   25.7％  

全国（公立）  31.1％ 

【無答率】 東大阪市   18.1％ 

全国（公立）  10.8％ 

【学習指導のポイント】 

適用する数の範囲を広げていきながら統合的に

考え、計算に関して成り立つ性質を見いだし、表現

することができるようにすることが重要である。 

指導に当たっては、例えば本設問を用いて活動を

させる際、被除数と除数や、商について、適用する

数の範囲を広げていきながら、見いだしたことがほ

かの数値の場合でも成り立つかどうかを確かめる

ことができるようにすることが大切である。 
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○文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える

ことに課題 

○話合いの話題や方向を捉えて自分の考えをもつ 

ことに課題 

学習指導要領の領域別・評価の観点別・問題形式別の平均正答率

正答数分布

8～9問正答をピークとした、

右よりの山型。9～10 問の正

答の割合が全国に比べて低い。

教科の結果と分析 

国語

【平均正答率】  67.2 ％        【無 答 率】  3.6 ％ 

○ 学習指導要領の領域等や評価の観点では、

「書くこと・書く能力」において、これま

でと比較すると改善が見られる。

○ 「話すこと・聞くこと（能力）」「読むこ

と（能力）」においては、全国の値と比較

すると課題が見られる。
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平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について

15 

調査問題でみられた特徴的な傾向と対策

≪全国との正答率の開きが大きかった問題≫ １（２） 

【出題の趣旨】 

文章の展開に即して情報を整理し、内容を

捉えることができるかどうかをみる。 

【正答】  ２・５ 

【正答率】 

東大阪市   53.6％ 

全国（公立）  61.5％ 

【学習指導のポイント】 

 説明、解説、論説などの説明的な文章を読む際には、文章の構成や展開

を捉え、内容を的確に理解するように指導することが大切である。その

際、生徒自身が目的意識をもって文章を読み、必要な情報を整理すること

ができるように指導を工夫することが重要である。 

 例えば、目的をもって文章を読み、必要な情報を過不足なく取り出すこ

とができているかということに加え、どのようにすればその情報にたど

り着くことができるのかについて検討するなどの学習活動が考えられ

る。その際、小学校での学習を踏まえ、目的に応じて、中心となる語や文

を捉えて段落相互の関係や事実と意見との関係を考えて読むように指導

することも大切である。 
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≪全国との正答率の開きが大きく、無答率が高かった問題≫ ２（３） 

【出題の趣旨】 

話合いの話題や方向を捉えて自分の考えを

もつことができるかどうかをみる。 

【正答例】  

校内にある「土足禁止」という掲示物の表現

をどのように直すのかについてです。私は、

文化祭に来てくださる方に対しては、「ここ

で靴を脱いでお上がりください。」のように

直すとよいと思います。皆さんはどう思い

ますか。

【正答率】 東大阪市   51.5％  

全国（公立）  60.4％ 

【無答率】 東大阪市   12.6％ 

全国（公立）   8.9％ 
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【学習指導のポイント】 

 話合いをする際には、話題や方向を的確に捉え、自分の考えをもちながら参加するように

指導することが大切である。その際、必要に応じて話合いの話題について確認したり、話合

いの経過を捉えたりすることができるように指導することも重要である。 

 例えば、小学校での学習を踏まえ、司会の進め方や話合いの記録の仕方などを確認した上

で、実際に記録を取りながら話合いを行うなどの学習活動が考えられる。その際、話合いの

途中で、それぞれの発言の仕方について留意すべき点を確認したり、めざしている到達点に

向けて取り上げる話題をどのように絞り込めばよいかについて考えたりするなど、話合いの

仕方を見直しながら進めるように指導することも効果的である。 
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図形
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学習指導要領の領域等

東大阪市 全国
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技能
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評価の観点
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記述式

短答式

選択式

問題形式

東大阪市 全国

○反比例の表からｘとｙの関係を式で表したり、事

象に即して解釈したことを表現することに課題 

○代表値の必然性と意味を理解し、代表値を求める 

ことに課題 

学習指導要領の領域別・評価の観点別・問題形式別の平均正答率

正答数分布

12～13 問正答をピーク

とした緩やかな右よりの

山型。13問以上正答の割

合が全国に比べて低い。 

教科の結果と分析 

数学

【平均正答率】  54.4 ％        【無 答 率】  9.8 ％ 

○ 学習指導要領の領域等では「関数」の項

目において、他の領域と比べ、課題が

見られる。

○ 評価の観点では「知識・理解」の項目に

おいては、全国の値にやや近い値となっ

ている。
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調査問題でみられた特徴的な傾向と対策

≪全国との正答率の開きが大きい問題≫ ４、８（１）

【出題の趣旨】 

関数を用いて事象を捉え考察する場面において

必要となることができるかどうかをみる。 

【正答】  

     （－６÷ｘ等でも可） 

【正答率】 東大阪市   39.5％ 

全国（公立）  48.9％ 

【学習指導のポイント】 

 表、式を関連付ける活動を取り入れ、

反比例における比例定数や対応の特徴

を捉え、ｘとｙの関係を式で表すことが

できるように指導することが大切であ

る。 

【出題の趣旨】 

資料を整理した表から最頻値を読み

取ることができるかどうかをみる。 

【正答】   １  

【正答率】 東大阪市  47.8％ 

全国（公立）57.9％ 

【学習指導のポイント】 

 目的に応じてデータを収集して整

理し、資料の傾向を読み取る活動を

取り入れ、資料の代表値を求めるこ

とができるように指導することが大

切である。 
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≪全国との正答率の開きが大きく、無答率が高かった問題≫ ９（２） 

【出題の趣旨】 

目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、

事柄が成り立つ理由を説明することができるかどうかをみる。

【正答例】  

５（２ｎ＋５） ２ｎ＋５は中央の奇数だから、５（２ｎ＋５）

は中央の奇数の５倍である。したがって、連続する５つの奇数

の和は、中央の奇数の５倍である。 

【正答率】 

東大阪市   53.8％ 

全国（公立）  59.7％ 

【無答率】 

東大阪市   24.8％ 

全国（公立）  17.8％ 

【学習指導のポイント】 

 事柄が一般的に成り立つ理由を、文字式や言葉を用いて根拠を明らかにして説明できるよ

うに指導することが必要である。 

 本設問を使って授業を行う際には、説明すべき事柄である「連続する５つの奇数の和は、中

央の奇数の５倍になる。」ということを説明するために、連続する５つの奇数の和を表した式

を、５×（中央の奇数）の形にすればよいという見通しをもって、変形する場面を設定するこ

とが大切である。その上で、５（２ｎ＋５）が５の倍数であることを示すためには、２ｎ＋５

が整数であることを根拠として示す必要があることを理解し、「２ｎ＋５が整数だから、５（２

ｎ＋５）は５の倍数である。」と表現するなどして、説明を洗練させていく活動を取り入れる

ことが考えられる。 
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東大阪市 全国
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○まとまりのある英語を聞いて、話の概要を理解す

ることに課題 

○文と文のつながりなどに注意してまとまりのあ 

る文章を書くことに課題 

学習指導要領の領域別・評価の観点別・問題形式別の平均正答率

正答数分布

教科の結果と分析 

英語

【平均正答率】  52.7 ％        【無 答 率】  7.2 ％ 

11問正答をピークとした

ほぼ中央よりの山型。 

16問以上正答の割合が全

国に比べて低い。 

○ 学習指導要領の領域等では「書くこと」「読

むこと」の項目においては、全国の値と比

較して課題が見られるが、「書くこと」の

項目においては、全国の値とやや近い値と

なっている。



平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査結果について

23 

調査問題でみられた特徴的な傾向と対策

≪全国との正答率の開きが大きい問題≫ ２ 、７

スクリプト

【出題の趣旨】 

まとまりのある英語を聞いて、話の概要を理解す

ることができるかどうかをみる。 

【正答】  

イ→ウ→ア 

【正答率】  東大阪市   66.1％  

全国（公立） 71.8％ 

【学習指導のポイント】 

 まとまりのある英語を聞いて話の概要を捉えるためには、話の特定の部分にとらわれるこ

となく、全体像をつかみ取るような聞き取りをする必要がある。場面設定を工夫しながら、聞

いた後におおまかな内容を話して説明するなど、何のために聞くのか目的をはっきりとさせ

た上で、聞き取りのためのポイントを示したり、聞き取りのポイント自体を生徒自身に考えさ

せたりすることが大切である。 

 具体的な指導としては、以下のような活動が考えられる。 

・ 話の展開を捉えるキーワード（比較・対照を表す語など）に着目して聞く活動 

・ ５W１Hに着目して聞く活動 

・ 話の展開を時間軸に沿って整理する活動 

・ 話の展開を簡単なイラストで表現する活動 

・ 話の内容を示す絵を、展開に沿って並べ替える活動 
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【出題の趣旨】 

まとまりのある文章を読んで、説明文

の大切な部分を理解することができる

かどうかをみる。 

【正答】  

 １  

【正答率】   

東大阪市    28.4％  

全国（公立）  32.8％ 

【学習指導のポイント】 

 説明文などの大切な部分を捉える際には、文章全体を通して読み、複数の情報の中から書

き手が最も伝えたいことは何であるか等を判断することが大切である。指導に当たっては、

文章全体を漫然と読ませるのではなく、繰り返し用いられている語（句）や問いかけなどの

手がかりを基にして、最も大切な語句や文を選ばせたり、各段落の働きを理解させたりする

ことが重要である。 

 具体的な指導としては、教科書や他の教材を用いた、以下のような手順の言語活動が考え

られる。 

① 全体のおおまかな内容を捉える。 

② 各段落の最も大切な内容を表す英文を選ぶ。 

③ それらを比較するなどして、文章の最も大切な部分について意見交換をする。 

このような活動を行う際には、日常的な話題にとどまらず、社会的な話題（自然環境問題

や平和問題など）についての題材も扱うことが大切である。 
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①自分には，よいところがあると思う。                        

②人の役に立つ人間になりたいと思う。                         

③学校のきまり（規則）を守っている。                         

児童生徒質問紙調査より①＜規範意識・自己有用感に関すること＞ 

○「人の役に立つ人間になりたいと思う」と肯定的に答えた中学校の割合が昨年度より向上

した。小中学校ともに、子ども達が集団の中で感謝されたり、認められたりする機会を通

して自己有用感を高められるよう、今後も互いを高める集団づくりが大切である。（①②）

○「学校のきまり（規則）を守っている」と肯定的に答えた割合は、小中学校とも向上した。

今後も中学校区として、連続的に子どもを見守り導くことが大切である。（③） 
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①家で、自分で計画を立てて学習している。                         

②学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれぐらいの時間、読書をし

ますか。 

③学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれぐらいの時間、勉強をし

ますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間も含みます。） 

○家庭学習を２時間以上している小学生の割合はやや減少し、全国と比べても開きがある。

一方で、家庭学習を２時間以上する中学生の割合は昨年度より向上し、全国に比べても高

い。この成果をさらに広めるため、「家庭学習の手引き」の効果的な活用、宿題の提示の仕

方や内容の工夫などを中学校区で考えていきたい。子ども達が自分自身で課題を見つけて

取り組む習慣を、発達段階に応じて身につけていくことが必要である。（①～③） 

児童生徒質問紙調査より②＜家庭学習習慣に関すること＞ 
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①今住んでいる地域の行事に参加している。                       

②日本や地域を外国の人に知ってもらいたい。                      

③地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがある。              

児童生徒質問紙調査より③＜地域や社会に関わる活動に関すること＞ 

○「今住んでいる地域の行事に参加している」と肯定的に答えた児童生徒の割合は全国と開

きがあるが、昨年度よりも向上した。「地域や社会をよくするために何をすべきか考える」と

答えた児童の割合も昨年度に比べ増えている。日本や自分の住んでいる地域（ローカル）を

大切にしながら、グローバルな視野をもった学びができるように、今後も、地域・保護者・

中学校区が協働し、グローカルな子どもたちを育成することが大切である。（①～③） 


